
　11．九州（地域別調査機関：公益財団法人九州経済調査協会）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎ ＊ ＊

○
商店街（代表者） ・２～３か月先は年末商戦に入る時期で、１年の総決算のつ

もりで尽力していく。

○
商店街（代表者） ・喪中はがき、年賀状、年末商戦のチラシ等が入るので、来

客数や売上の増加が期待できる。
○ 商店街（代表者） ・天候の改善により、回復基調にある。

○
一般小売店［鮮魚］
（店員）

・年末に近づいてくるので、旬のフグを始め魚の需要が増え
てくることに期待したい。

○

一般小売店［生花］
（経営者）

・熊本地震１年後に店舗を解体してからやっと、今年11月下
旬に仮店舗から新店舗へ移り、開店することができる。花が
売れる11～12月となり、現在よりも確実に売れる条件がそろ
うため、売上は伸びていく。

○

百貨店（営業担当） ・商材によっては、慎重な購買姿勢は継続しているが、紳士
衣料品、雑貨、リビング用品での単価アップにより好調に推
移している。店頭、店外開催の外商催事も好調で、インポー
トブランド、貴金属、舶来時計、美術画廊等のし好性の高い
商材や季節の電化製品、目的買いの家具等の高額商品も順調
に伸ばし、今後に期待がもてる。また、物産催事、お歳暮ギ
フト等の目的買いの来店、友の会での購入も期待できる。

○
百貨店（営業担当） ・11～12月と繁忙期に３連休が２度あり、来店客数増加に期

待している。集客企画についても前年度より強化する予定
で、販売量も増加すると見込んでいる。

○
百貨店（プロモーショ
ン担当）

・年末年始にかけ、ギフト購入に加え自身への御褒美需要も
高まる。近年は単価も上昇傾向にある。

○
百貨店（経営企画担
当）

・９月は月初・月末の台風接近等の悪天候により客足が伸び
なかったが、10月に入り気温も低下した。秋冬物商材やクリ
スマス商戦に向け、消費は活性化すると見込んでいる。

○

家電量販店（店員） ・今月から家具の販売もしており、家電品プラス家具で客単
価を上げている。また、年末の４Ｋの放送開始に伴って、４
Ｋテレビと有機ＥＬテレビの販売は好調で、今後も伸びてい
くのではないかと期待している。

○ 家電量販店（従業員） ・寒くなり暖房器具の需要が増えるため若干良くなる。

○
乗用車販売店（販売担
当）

・購入に際して、消費税の引上げに関心が高い人が多い。今
後は、その駆け込み需要が増加する。

○

その他専門店［コー
ヒー豆］（経営者）

・年末にかけて、気温も寒くなることから温かいコーヒー飲
料がよく出る季節となる。また、12月はお歳暮時期に入り、
進物関係の注文も多くなり、売上は若干増加すると予想され
る。

○
その他専門店［書籍］
（副店長）

・店内一部をリニューアルし、年末年始の商品ディスプレイ
場所が確保できたため、売上向上を期待している。

○

その他小売の動向を把
握できる者［ショッピ
ングセンター］（支配
人）

・年末から年始にかけて６店舗の新規出店予定があるため話
題性や効果の高い販売促進を仕込んでおり、集客、売上共に
拡大すると予測している。

○
その他小売の動向を把
握できる者［土産卸
売］（従業員）

・11月は週末ごとに明治150年に関する催し及び各地でイベ
ントがあるため、人出が多くなる。その影響で、商品の動き
も良くなり、売上増加が期待できる。

○
高級レストラン（経営
者）

・天候が良くなり、客足は増えている。これから年末にかけ
て希望が持てる状況になり、予約も入ってきている。

○
高級レストラン（従業
員）

・11～12月は忘年会シーズンになり、客の動きが良くなる。

○
タクシー運転手 ・年末にかけて、ホテルの増加等により宿泊収容数は増加し

ており、更なるイベントの充実や国内外の観光客の増加が期
待できる。

○
通信会社（企画担当） ・光回線の提供エリア拡大があるため、販売量が増加すると

想定している。

○

ゴルフ場（従業員） ・国際線の便数が増える傾向にあるため、それに比例して海
外からの来場者も増加すると予想される。前年10～12月が順
調に推移しており、海外からの来場が更に増加することによ
り、今年はそれをやや上回ると期待している。

○ 競艇場（職員） ・年末にかけ、購買意欲が高くなると考えられる。

○

美容室（経営者） ・衣料業界の年末年始の景気は、少しずつ上昇していく。秋
から冬に掛けて、新製品を含めたキャンペーンが催されるこ
とで活発化していくため、今から業界の景気回復を期待して
いる。

○
住宅販売会社（従業
員）

・消費税の引上げに向けての動きは、今後続いていく。

家計
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(九州)



□
商店街（代表者） ・景気が好転する要因が見つからない。歳末商戦に向け良く

なることに期待している。

□
商店街（代表者） ・消費税の引上げが報じられており、多くの人はそれを正し

く認識しているが、収入は増えていかず税金は増えるため、
購買意欲は低下していくと思われる。

□
商店街（代表者） ・消費税の引上げや特に原油価格の値上げは、冬に向かい家

計を直撃し消費が冷え込む要因になる。

□
商店街（代表者） ・３か月先も変わらず、景気は低迷すると思われる。消費者

の財布のひもは固く、前年の売上を上回るには営業努力が必
要である。

□
商店街（代表者） ・この５年ほど、景気状態の悪さは変わらない。今後の悪化

を懸念している。

□

一般小売店［青果］
（店長）

・12月上旬まで暖かいと予報が出ている。当地の野菜が霜等
の被害に遭わずに出荷され、そこそこの涼しさにより、鍋等
の材料として需要があるため、横ばいから若干購買力が上が
ると期待している。

□
一般小売店［茶］（販
売・事務）

・年末の贈答品が売上を左右するが、ここ数年贈答品の注文
は減少している。今後の売上は余り期待できない。

□
百貨店（総務担当） ・年末年始の繁忙期を控え、地場百貨店の撤退発表など景気

のマイナス要因が多いため、消費者の動きも鈍くなることが
予測される。

□

百貨店（売場担当） ・２か月連続で前年を上回っており、今月も期待している。
衣料品関係は、夏以降90％前後と不調であるが、雑貨、化粧
品、宝石等が好調で、食品は100％前後で推移している。リ
ニューアル店舗が成功しているため、前年を超えるのではな
いかと予想している。

□

百貨店（業務担当） ・客足が前年に比べて弱い。客は商材の価格や品質の確認は
するものの、なかなか購入に至らない。季節商材の立ち上が
りの反応が弱いだけに、客の購買意欲が高まることに期待で
きない。

□
百貨店（売場担当） ・天候による災害や天候不順がなければ、現状と余り変わら

ず推移する。

□

スーパー（店長） ・今月は来店客数がほぼ前年並みで推移しており、今後もそ
の傾向が続くと予測している。ギフト関係も前年より早期で
動いており、売上は前年並みになる。青果は相場高ではある
が、売上は横ばいで推移すると見込んでいる。

□
スーパー（店長） ・消費者の節約志向は相変わらず続いており、消費が上向く

状況にはない。競合店との競争や新規競合店の出店により、
売上確保が非常に難しくなる。

□
スーパー（店長） ・来年度の消費税の引上げで高額品への先買いが進み、食料

品、衣料品等の動向において節約志向が強くなる。

□

スーパー（統括者） ・ガソリン価格が毎週のように上昇しており、食品を選択し
ながら購入せざるを得ない状況にある。株価大幅下落、為替
円高傾向と景気先行きに黄色信号がともるようなニュースが
多く、財布のひもは緩みそうにない。

□ コンビニ（経営者） ・景気が上がる要素もなく、売上低下が懸念される。

□
衣料品専門店（店長） ・地方経済に明るさが全く見えない上、この状態がまだ続く

と危惧している。
□ 衣料品専門店（店長） ・月によって売上が変動し、年末の客状況は予測できない。

□
衣料品専門店（取締
役）

・１月のセール時期でも、安価な商材をまとめて購入する消
費者は減少し、今後は利幅が減っても１点買いの販売を多く
こなす企業努力を考えている。

□
衣料品専門店（総務担
当）

・全く良くなる要素がない。若干悪くなると危惧している
が、状況が良くなることを期待している。

□
家電量販店（店長） ・今後特にけん引しそうな商品やイベントがない。消費税の

引上げの駆け込みも現時点ではなく、もう少し先の需要にな
ると考えられる。

□
家電量販店（総務担
当）

・新製品携帯電話の動きが鈍い。４Ｋテレビ用チューナーや
チューナー内蔵テレビの新製品が発売され話題になっている
が、動き出すのは11月中旬以降を予想している。

□
家電量販店（広報・IR
担当）

・底堅い買換え需要はあるが、市場をけん引するような商品
がなく、大きな伸びは期待できない。

□
乗用車販売店（総務担
当）

・新型車の投入予定がない。当面は現状の厳しい状況が続
く。

□ 乗用車販売店（代表） ・変わる気配がない。

□
住関連専門店（経営
者）

・既製品の置き家具需要は年々減少しているが、客の購買意
欲はあり、国内産の品質の良い家具の見直しが感じられる。

□
その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（統括）

・燃料油の小売価格について、見通しは不透明であるが、11
～12月の３連休における消費に期待したい。今後、寒くなる
につれ灯油販売が増加するが、前年並みを予想している。



□

その他小売の動向を把
握できる者［ショッピ
ングセンター］（統括
者）

・クルーズについては大きな変化はない。今後はＬＣＣ等の
利用者増加で補っていく。

□
一般レストラン（経営
者）

・予約状況が芳しくなく、前年以上に増える状況ではない。

□
スナック（経営者） ・８～９月の悪天候等による景気下降感は止んだものの、景

気の上向きを感じさせる客の流れや単価の上昇等はない。週
末の伸びも良くない。

□
都市型ホテル（販売担
当）

・11～12月は例年のように売上はあるが、１月から先はまだ
不透明である。

□
都市型ホテル（スタッ
フ）

・施設数増加に伴い、平日が供給過多になっている。

□
都市型ホテル（副支配
人）

・前年の下期と比較すると10～３月の予約状況は、前年同様
に良い状態である。

□ 旅行代理店（企画） ・先行受注に関して、前年比が余り良い状況ではない。

□
タクシー運転手 ・今年は、男女共にゴルフで目立った選手がなく、タクシー

を利用する客が伸びない。

□
通信会社（企画担当） ・営業活動では、直近３か月以内の売上は、特に上昇も下降

もしていない。

□
通信会社（営業担当） ・11月には大きなイベントがあるが、それ以外では、全体的

な冷え込みの穴埋めができる要因がなく変化がない。

□
通信会社（営業） ・株価が急落し、貿易戦争の火が消えず情勢が読めなくなっ

ている。

□
通信会社（業務担当） ・商社より代理店へ送られる取扱商材の内容案内では、通信

サービス以外の物が増えている。業界自体の方向性が定まっ
ていないので、景気の回復は当面見込めない状態である。

□
美容室（店長） ・成人式の着付けの予約が減少しているので、売上は余り期

待できないが、年末年始には来客が多少あると思われるので
変化はない。

□

その他サービスの動向
を把握できる者［介護
サービス］（管理担
当）

・季節要因による入院増加等により、今後、客数確保は例
年、困難となることが想定されるが、客単価は一定ラインを
維持すると考えられる。来年10月の消費税引上げ前には、福
祉用具購入等の駆け込み需要も期待できる。

□ 設計事務所（所長） ・今月が変わらないため、３か月先の結果も変化はない。

□

住宅販売会社（従業
員）

・建設の動向では、物件着工数は良いが、建設の請負金額が
非常に安く抑えられており、景気は上昇しない。株価だけで
は景気の良しあしが測れず、一般消費者には、景気が良いと
いう認識はない。

▲

百貨店（営業担当） ・業績を維持している要因が訪日外国人であることから、世
界的な景気動向が一般小売店にまで影響を与えている。その
なか、米国の中間選挙や中国の景気減退から判断すると先行
きは非常に不透明な状況である。

▲

スーパー（総務担当） ・青果産地の被災による価格高騰やガソリン価格の高騰等の
マイナス要因が加わり、年末に向けて必需品以外は購入しな
い消費者の選別志向が更に強くなるのではないかと懸念して
いる。

▲
スーパー（経理担当） ・９～10月と景気停滞が見られ、急激に上向くとは考えにく

い。

▲
コンビニ（店長） ・米中貿易交渉、株価の下落、消費税の引上げ等、不安要因

が出始めている。

▲

コンビニ（エリア担
当・店長）

・今から年末にかけて、季節商材であるクリスマスケーキ及
び年末年始のギフトやおせちの予約が始まるが、例年と比較
して予約の動きが鈍い。その要因の１つにインターネット購
入がある。来店せずに自宅で商品を受け取ることができるの
で、買上点数も少なくなり、来店客数も伸び悩んでゆく。

▲

家電量販店（店員） ・経験則では、夏場の販売が多い場合、冬によほどの厳寒に
ならない限り消費が冷え込んでくる。季節要因は絡んでくる
ものの、例年の寒さであればこの業界の数字はやや落ちてい
く。

▲
その他専門店［ドラッ
グストア］（企画担
当）

・価格競争や最低賃金増額等による人件費高騰の影響で、企
業が疲弊していくことを危惧している。

▲

高級レストラン（経営
者）

・忘年会シーズンに入るが、現在のところ12月の金曜日と土
曜日の予約は増加したが、平日の予約は少ない。11～12月は
１年間の中でも最も繁忙期であるが、例年と比較すると11月
の予約状況は鈍く、まだまだ景気は悪い。

▲
都市型ホテル（スタッ
フ）

・予約状況が前年と比較すると芳しくない。

▲
旅行代理店（従業員） ・サウジアラビアの問題で燃油価格の値上げと円安が懸念さ

れる。



▲

タクシー運転手 ・今まで景気が上昇して、有効求人倍率が上がってきている
が、世界経済が不安定になってきているため、リーマン
ショックのようなことが再発するのではないかと危惧してい
る。

▲
美容室（経営者） ・１月は寒さも深まる上に、イベントもなく消費意欲が徐々

に薄れている。

▲
理容室（経営者） ・涼しくなるほど状況は悪くなっている。12月になれば若干

来客数が増加するので、売上が上向き、全体的に良くなって
いく。

▲
設計事務所（所長） ・世界経済の先行きが不透明である。生活の将来に不安があ

り、都会の景気感と地方の景気感に大きな差がある。

×

観光名所（従業員） ・今月に入ってから急激に朝晩の気温差が激しくなり、雲海
も10月中旬頃からきれいにみえることが多くなっている。こ
れから寒くなっていく中で、前年よりも道路凍結の通行規制
等が増えると予想される。

×
音楽教室（管理担当） ・受験期に入るため塾に費用が掛かり、音楽教室等に通わな

くなるため景気は悪くなる。
◎ － －

○

鉄鋼業（経営者） ・新規契約は非常に少なく、契約が成立しても小口案件が中
心である。また、新規の見積要請も少ない。一方、荷動きは
悪くなく販売量は増加しているため、材料手配の端境期と思
われる。

○
金属製品製造業（事業
統括）

・当分、好調な受注が続く見込みである。

○
一般機械器具製造業
（経営者）

・現在、人材不足が大きな問題で、今の状況からでは、受注
量は上がっても生産能力が追い付かないのが現状である。

○
輸送用機械器具製造業
（営業担当）

・新車投入の影響もあり予算数量に対して増産傾向である。
また、上期では台風の影響で生産停止のばん回計画も上乗せ
され、かなりの増産傾向が続く。

○ 金融業（調査担当） ・年末商戦に向けて消費活動が活発になる。

○
新聞社［広告］（担当
者）

・広告の発注量が増えつつある。テレビＣＭの申込みがあふ
れ、入りきれなかった案件が新聞の方へ変更しており、増加
していくことに期待している。

□

農林水産業（経営者） ・11月は例年消費不振で、特に12月を目前にして期待できそ
うにない。ただし、12月には通常月の倍の売上が見込まれ、
今年はマイナス要素がないことにより、12月は大きく売上を
伸ばせる見通しである。強いて挙げれば、原料となる鶏が、
例年12月と比較すると若干引き合いが少ない点が不安要素で
ある。年末まで１か月以上あるので、準備をしていく。

□
食料品製造業（経営
者）

・繁忙期のため状況は悪くないが、予測の荷動きを下方修正
している状況である。

□

家具製造業（従業員） ・今期の家具売上比率は一般家庭用家具５％、飲食店や
ショールーム、コンビニエンスストア等向けの家具が40％、
ホテル向け家具が55％となっている。前年は一般家庭向け家
具５％、飲食店、ショールーム等のコントラクト家具48％と
なっており、ホテル向け家具のみが伸びている。

□
化学工業（総務担当） ・春先散布用の薬剤の受注が、例年どおり入ると予想され

る。

□
窯業・土石製品製造業
（経営者）

・どこも活発さが見られず、今後の受注関係に大きな支障を
来すのではないかと懸念している。今後の販売先を考え直す
必要がある。

□
一般機械器具製造業
（経営者）

・客の要求により、当面は短納期品の対応が続いていく。

□
電気機械器具製造業
（経営者）

・今後数か月は、取引先からの受注状況が変わらないと思わ
れる。

□
精密機械器具製造業
（従業員）

・２～３か月先の受注量計画では余り変わらないが、前期と
比較すると、今期は受注先からの受注量が落ちて経常利益が
上がらない状況が続いている。

□
その他製造業［産業廃
棄物処理業］

・現状相場は上がっているが、実質の生産量が落ちてきてい
る。

□
建設業（従業員） ・今、受注している工事が、来年２～３月末までとなってお

り、その間は動きがないため売上は変わらない。

□
輸送業（従業員） ・越境ＥＣ等中国、台湾向けの特定保健用食品のダイエット

商品は、受注が好調を維持しており、６か月先の生産まで受
注が埋まっている状態である。

□
輸送業（従業員） ・年末に向けて取扱いは増えていく。しかし、一時的なもの

であり、商品保管の12月までの利用もあり、１月になると倉
庫は空く予定である。

□
輸送業（総務担当） ・現在のところ取引量が増減するような案件はない。労働力

減少により人手不足が顕著になっているため、単純に人件費
及び運送費の経費増加が予測される。

企業
動向
関連

(九州)



□

金融業（従業員） ・自動車販売が緩やかに改善してきているほか、観光面では
旅行取扱額が持ち直し傾向にある。企業の求人意欲は旺盛で
雇用情勢は改善傾向にあるが、人手不足が供給面の障害と
なっている。

□

金融業（調査担当） ・取引先の資金需要や取り巻く環境は、ここ１年大きな変化
がない。また、時流を変えるほどの大きなトピックは見当た
らないことから、今後３か月での大幅な変動は見込んでいな
い。米中の貿易戦争などの海外動静や東京オリンピック・パ
ラリンピック以後の景気不透明感が及ぼす、消費マインドへ
の影響を注視している。

□ 金融業（得意先担当） ・経済情勢等を鑑みても、当面今の状況が続く。

□
不動産業（従業員） ・賃貸物件の入居率が安定的に推移しており、今後も継続す

る。

□

広告代理店（従業員） ・新聞折込の受注枚数は前年割れの状態が続いている。一
方、都市圏部では前年並みとなっており、都市部と周辺部で
は温度差がある。好調な業種は家具・自動車・健康食品等
で、不調業種はホームセンター、スーパーマーケット等小売
業となっている。生活に密接な商品に購買意欲が出ていな
い。

□
経営コンサルタント
（社員）

・時期的には落ち着いたと思われるのに、新企画への反応が
少ない。この傾向は変わらない。

□
経営コンサルタント
（代表取締役）

・ホームページのアクセス数や問合せ件数に大きな変化がな
い。

□

その他サービス業［物
品リース］（支社長）

・受注活動は堅調な業者が多く、設備投資計画も前年より旺
盛である。会社によっては会計上のオフバランスニーズがあ
り、生産性のある資産以外は賃貸借を考えており、ビル等の
省エネ提案の延長線上に不動産賃貸も見え隠れしている。売
買のタイミングが難しいようである。

▲
食料品製造業（経営
者）

・原料や資材の値上げの話題が多い。今後、経営を圧迫する
のではないかと危惧している。

▲
繊維工業（営業担当） ・最低賃金の上昇は、運賃や資材の高騰の原因にもなるが、

工料値上げを果たせない工場では、倒産や廃業も懸念され
る。

▲
電気機械器具製造業
（取締役）

・今まで世界をけん引してきた中国の景気の先行きには、や
や不安がある。

▲
建設業（従業員） ・見積案件も少なく、大型物件の受注も難しい。先行きが見

えず、景気が良くなる気配がない。

▲
建設業（社員） ・民間工事の発注が、2019年度初めにずれている。官公庁の

繰越工事や発注平準化の早期実現に期待している。

▲
金融業（営業） ・米中貿易摩擦の影響が、好調な製造業の需要に水を差す可

能性が高い。

▲

金融業（営業担当） ・慢性的な労働力不足により人材採用ができていないことや
昨今の円高、ガソリン高騰等を含め、景気に対しての慎重さ
が中小企業の経営者や消費者に感じられる。このため、先行
きは若干悪くなると思われる。

▲
経営コンサルタント
（社員）

・一時的には消費税の引上げ前の駆け込み需要が多いが、そ
の後の消費動向は下降することが予想される。

▲
経営コンサルタント
（代表取締役）

・好条件がないのでプラスになる状態にはない。他県と比較
して人手不足もあり、厳しい条件になっている。世界情勢や
消費税の引上げも控え暗い状況である。

×

その他サービス業［コ
ンサルタント］（代表
取締役）

・９月の補正予算では、子供、子育て支援事業計画策定調査
の数字が計上されたところがあるが、入札においては、50％
以下の落札率で入札される場合が多く、しばらくこの状態が
続くと予想される。このため、今後の景気は一層悪くなる。

◎ － －

○
人材派遣会社（社員） ・年末年始という繁忙期により、若干求人が増加すると思わ

れる。

○
人材派遣会社（社員） ・年末年始の需要が例年ある。現段階で確定ではないが、既

に問合せがある。

○

新聞社［求人広告］
（担当者）

・平成から新時代への期待感や東京オリンピック等も迫って
いることもあり、九州観光目当ての訪日外国人の需要も重な
り、流通や商店関係がにぎやかになっている。年末年始にか
け景気は上向いている。

□
人材派遣会社（社員） ・時期的には市場の動きは落ち着いている。労働者派遣法の

３年満了の動きが具体的に出てくる時期にさしかかってお
り、多少は企業・登録者共に動きが出てくると予想される。

□
人材派遣会社（社員） ・設備投資や輸出関連業界は活発であるものの、人手不足が

更に深刻化している。

□
求人情報誌製作会社
（編集者）

・11月に大型商業施設がオープンするので、アルバイト等大
勢の求人が発生している。周辺の小売業、飲食業等の人材に
も影響が出ている。

雇用
関連

(九州)



□

職業安定所（職員） ・例年、年末にかけて求職者数が減少していくが、今年度は
４月以降、既に求職者の減少が止まらない状況になってい
る。求人数は、高止まりから減少に転じているところではあ
るが、人手不足感と就職者年齢の高齢化は顕著である。この
現状に、企業側もすぐに対応できず、景気回復には至らな
い。

□

職業安定所（職員） ・新規求職者の減少傾向が続いている。新規求職者の申込み
時点の状態をみると、特に無業者の減少が前月は目立った。
全国的な完全失業率の低下、完全失業者数の減少傾向は、当
所も同じである。

□
職業安定所（職員） ・求人数は増加しているが、製造業の求人は横ばいであり、

好況を実感するまでには至っていない。

□
職業安定所（職業紹
介）

・今後も求人数の増加傾向と求職者減少傾向が続き、有効求
人倍率は高い水準で推移すると予測される。

□
学校［大学］（就職支
援業務）

・中小企業の中には、売手市場による影響を受け、採用予定
者の充足状況が芳しくない企業もあり、今後も継続的に求人
があることが予測される。

▲ 人材派遣会社（社員） ・年末に向けて人員需要は減少すると予想される。
× － －
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